
岡
山
県
立
記
録
資
料
館

岡
山
県
記
録
資
料
叢
書

13

（
十
五
～
十
七
年
）

岡
山
県
明
治
前
期
資
料

四
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凡
例

一
本
書
は
、
『
岡
山
県
記
録
資
料
叢
書

13

岡
山
県
明
治
前
期
資
料
四
』
と
し
て
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
府
県
史
料
」
の
う
ち
の
「
岡
山
県

史
料
」
を
基
礎
と
し
、
同
館
所
蔵
の
「
公
文
録
」、
当
館
所
蔵
の
「
岡
山
県
吏
野
崎
家
資
料
」、
複
製
資
料
の
「
岡
山
県
布
達
」
・
「
山
陽
新
報
」

・
「
仁
木
家
資
料
」
等
を
翻
刻
収
録
し
た
。
さ
ら
に
、
県
内
外
諸
機
関
の
所
蔵
資
料
や
刊
行
物
等
を
調
査
し
て
引
用
採
録
し
、
適
宜
関
係
写
真

を
掲
載
し
た
。
県
内
外
の
諸
機
関
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

二
内
容
は
、
明
治
十
五
～
十
七
年
ま
で
の
岡
山
県
を
対
象
と
し
て
い
る
。

三
全
体
の
把
握
と
利
用
の
便
の
た
め
、
細
目
次
を
設
け
、
適
宜
、
そ
の
資
料
に
つ
い
て
の
解
説
を
末
尾
に
付
記
し
た
。

四
本
文
は
可
能
な
限
り
原
本
ど
お
り
と
し
た
が
、
次
の
措
置
を
講
じ
た
。

１
書
式
や
原
本
の
状
態
は
、
次
の
よ
う
に
表
し
た
。

ア
平
出
・
台
頭
・
闕
字
等
は
省
略
し
た
。

イ
項
目
が
替
わ
っ
て
そ
の
ま
ま
で
見
に
く
い
場
合
は
、
一
行
空
け
ま
た
は
改
行
と
し
た
。

ウ
朱
書
は
、
そ
の
部
分
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

エ
虫
損
・
破
損
等
は
□
□
で
そ
の
状
態
を
示
し
、
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
は
右
傍
に
（
）
で
示
し
た
。

オ
原
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
（
）
は
〔
〕
に
置
き
換
え
、（

）
内
の
文
章
等
を
示
し
た
。

カ
原
本
に
あ
る
○
記
号
や
印
は
、
適
宜
、
○
や

�・

�等
、
似
た
形
状
の
も
の
を
付
け
た
。
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２
用
字
・
用
語
は
、
次
の
よ
う
に
処
理
し
た
。

ア
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
置
き
換
え
た
。
常
用
漢
字
の
な
い
も
の
は
原
本
に
準
じ
た
。
異
体
字
・
俗
字
等
は
正
字
に
直
し
た
。

イ
誤
字
・
当
て
字
は
推
測
し
て
右
傍
（
）
に
正
字
を
記
し
、
脱
字
は
右
傍
へ
（
○
が
脱
カ
）
と
示
し
た
。

ウ
「
山
陽
新
報
」
の
複
製
状
態
が
悪
く
て
判
別
し
が
た
い
文
字
は
、
□
□
で
示
し
た
。

エ
変
体
仮
名
は
現
行
の
平
仮
名
に
直
し
た
。
合
字
は
現
行
の
表
記
に
直
し
た
。
な
お
、
助
詞
の
ニ
・
而
已
は
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
て
使
用

し
た
。

オ
表
記
の
不
統
一
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
あ
え
て
統
一
は
し
て
い
な
い
。

３
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
た
。

ア
適
宜
、
読
点
（
、
）
あ
る
い
は
並
列
点
（
・
）
を
付
け
た
。

イ
難
読
語
に
は
適
宜
右
傍
（
）
に
振
り
仮
名
を
付
け
た
。
な
お
、「
山
陽
新
報
」
中
の
振
り
仮
名
は
、
適
宜
、（

）
を
付
け
ず
に
、
使

用
さ
れ
た
そ
の
ま
ま
を
右
傍
に
付
記
し
た
。
ま
た
「
山
陽
新
報
」
に
は
、
適
宜
、
濁
点
を
付
け
た
。

ウ
難
解
語
に
は
、
適
宜
右
傍
（
）
に
＊
印
を
付
し
、
簡
潔
に
語
釈
を
付
け
た
。

エ
そ
の
他
、
本
文
中
の
（
）
は
す
べ
て
編
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

五
本
文
中
に
職
業
や
身
分
、
疾
病
・
障
害
・
犯
罪
に
関
す
る
呼
称
が
あ
る
が
、
事
実
に
基
づ
く
科
学
的
な
研
究
を
進
め
る
立
場
か
ら
、
こ
れ
ら

を
そ
の
ま
ま
掲
げ
た
。
も
と
よ
り
こ
の
不
当
な
呼
称
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、
科
学
的
な
認
識
を
通
じ
て
差
別
と
差
別
意
識
の
根
絶
に
い

た
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
読
者
に
お
か
れ
て
も
こ
の
立
場
を
理
解
し
、
本
書
を
正
し
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

六
本
書
の
総
括
は
定
兼
学
が
行
い
、
編
集
及
び
解
説
は
岡
長
平
、
原
文
校
正
は
定
兼
学
・
近
藤
萌
美
が
担
当
し
た
。



細
目
次

一
県
治

使
用
資
料
と
そ
の
略
称
一
覧
2

１

5年
１
月

14日
地
籍
下
調
帳
記
載
の
各
町
村
字
小
字
名
取
調

3

２

15年
３
月
７
日
県
令
が
各
郡
長
を
松
の
江
楼
で

�応

3

３

15年
３
月
８
日
邑
久
郡
久
々
井
村
小
橋
村
長
に
人
心
帰
服

3

４

15年
３
月

10日
郡
長
の
集
会
は
県
令
の
去
就
な
ど
の
説
明

4

５

15年
５
月

12日
社
説
県
下
郡
書
記
戸
長
諸
君
ニ
告
ク

4

６

15年
６
月

14日
寄
書
郡
区
役
所
合
併
論

6

７

15年
８
月

31日
官
地
貸
下
料
其
他
上
納
区
分

8

８

15年
９
月
５
日
明
治
十
五
年
度
備
荒
貯
蓄
金
予
算

8

９

15年
９
月
７
日
岡
山
区
共
有
金
分
配

9

10

15年
９
月

15日
岡
山
区
天
瀬
協
力
救
貧
院
の
加
入
寄
付
状
況

9

11

15年
９
月

30日
二
日
市
の
監
獄
新
築
、
三
友
寺
の
女
監
移
る

9

12

15年

10月
監
獄
本
署
の
囚
人
の
員
数

9

表
１
在
監
人
員
（
明
治

15年
末
の
現
員
）

10

13

15年
10月

４
日
皇
居
御
造
営
に
伊
部
村
の
瓦
を
差
出
し

10

7

岡
山
県
記
録
資
料
叢
書

13

岡
山
県
明
治
前
期
資
料
四
目
次

口
絵

凡
例

細
目
次

解
説



14

15年

10月

14日
浅
口
郡
赤
崎
村
で
貧
民
救
済
の
積
金
を
発
起

10

15

15年
10月

31日
邑
久
郡
久
々
井
村
の
分
村

11

16

15年

11月
16日

岡
山
警
察
署
に
新
調
し
た
喞
筒
の
練
習

11

17

15年

12月
８
日
津
山
八
ケ
町
住
民
が
戸
長
改

�協
議

11

18

15年

12月

10日
久
米
南
条
郡
の
地
価
減
額
の
請
願

11

19

15年

12月

14日
久
米
南
条
郡
の
数
村
が
地
租
免
除
願

12

20

15年

12月

15日
久
米
北
条
郡
皿
村
、
高
尾
村
の
免
除
願
却
下

12

21

16年
１
月

昨
年
中
の
裁
判
件
数

12

22

16年
１
月
１
日
岡
山
県
人
口

12

表
２
明
治

16・

17年
の
岡
山
県
人
口

13

23

16年
２
月

15日
戸
長
役
場
区
域
並
び
に
戸
長
以
下
配
置
方

12

24

16年
３
月

24日
邑
久
郡
各
村
聯
合
会
規
則

14

25

16年
３
月

28日
岡
山
県
監
獄
焼
失
御
届

19

26

16年
４
月

16日
岡
山
区
会
議
員
当
選
者

19

27

16年
５
月
５
日
岡
山
区
会
、
定
員
の
件
で
暫
時
休
会

20

28

16年
６
月

岡
山
県
職
員
録
発
行

20

29

16年
６
月
６
日
岡
山
県
職
員
録

21

表
３
岡
山
県
職
員
録

22

表
４
師
範
学
校
、
中
学
職
員

26

表
５
医
学
校
職
員

26

30

16年

10月

11日
本
月
一
日
か
ら
七
日
の
上
道
郡
聯
合
会
詳
報

26

31

16年

12月
３
日
上
道
郡
中
丸
持
鏡

27

表
６
備
前
上
道
郡
中
丸
持
鏡

28

32

16年

12月

11日
新
奇
の
講
談
師
・
中
川
横
太
郎

27

33

17年
１
月
１
日
岡
山
県
人
口

27

34

17年
１
月
５
日
客
年
中
県
庁
へ
の
願
伺
届
等
件
数

27

表
７
明
治

16年
県
庁
へ
の
願
伺
届
等
件
数

30

35

17年
２
月

十
五
・
十
六
両
年
の
戸
数
人
口
比
較
表

27

表
８
明
治

15・

16年
の
郡
区
別
戸
数
・
人
口

31

36

17年
２
月

26日
岡
山
福
音
救
済
院
設
立
旨
趣
・
規
則

27

37

17年
２
月

27日
岡
山
福
音
救
済
院
規
約

32

38

17年
３
月

10日
北
条
県
再
置
の
上
願
を
相
談

34

39

17年
４
月
２
日
北
条
県
再
置
の
請
願
の
議

34

40

17年
５
月

24日
岡
山
区
各
所
設
置
便
所
の
下
与
を
協
議

34

41

17年
５
月

27日
岡
山
区
便
所
下
与
協
議
集
会
の
惣
代

35

42

17年
６
月

10日
後
月
郡
内
戸
長
ら
、
聯
合
会
で
砂
防
工
協
議

35

8



43

17年
６
月

23日
岡
山
区
、
上
房
、
西
北
条
・
東
南
条
郡
総
称

35

44

17年
８
月

12日
警
察
報
告

35

表
９
明
治

17年
１
月
～
６
月
岡
山
県
警
察
報
告

36

45

17年
８
月

13日
賀
陽
郡
、
上
房
郡
町
村
の
分
裂
及
び
改
称

35

46

17年

11月

20日
再
興
よ
り
は
再
思
を
北
条
県
再
置
計
画

37

47

17年

12月

27日
岡
山
県
令
高
崎
五
六
外
一
名
参
事
院
議
官
岡

山
県
令
等
に
転
任
の
件

37

48

17年

12月

27日
下
道
郡
役
所
で
砂
防
費
等
一
郡
聯
合
会

38

49

17年

12月

31日
二
十
七
日
宣
下
高
崎
県
令
は
参
事
院
議
官

に
、
新
県
令
に
千
坂
高
雅

38

＊
明
治
十
七
年
七
月
大
雨
洪
水

50

17年
７
月

18日
堤
防
破
壊
の
状
況

38

51

17年
７
月

19日
備
中
玉
島
よ
り
の
被
害
通
信

39

52

17年
７
月

20日
砂
川
の
堤
防
破
壊

40

＊
明
治
十
七
年
八
月
暴
風
海
嘯

53

17年
８
月

27日
暴
風
異
聞

40

54

17年
８
月

28日
暴
風
異
聞
続
報

41

55

17年
８
月

28日
暴
風
の
災
害

42

56

17年
８
月

29日
風
災

43

57

17年
８
月

29日
暴
風
異
聞

44

58

17年
８
月

30日
損
害
ヶ
所
の
報

45

59

17年
９
月
４
日
堤
防
修
築
予
算

51

60

17年
９
月
４
日
郡
役
所
あ
て
県
の
被
害
者
取
調
達

51

61

17年
９
月

11日
埋
葬
地
増
加
の
出
願

52

62

17年
９
月

12～

14日
被
害
状
況

54

63

17年
９
月

16日
宮
内
庁
よ
り
罹
災
者
へ
三
千
円
の
下
賜
金

57

64

17年
９
月

16日
岡
山
県
罹
災
人
民
救
助
ノ
件

57

65

17年
９
月

20日
風
害
上
京
上
奏
の
県
令
に
下
賜
金

59

66

17年
９
月

27日
児
島
郡
被
害
実
況
取
調

59

67

17年
９
月

児
島
郡
和
田
・
田
井
・
宇
野
村
取
調
帳

60

68

17年
９
月

29日
岡
山
県
土
木
費
中
へ
臨
時
補
助
金
の
件

64

69

17年

10月

23日
暴
風
海
嘯
災
害
始
末
岡
山
県

65

70

17年

10月

29日
宮
内
少
書
記
官
一
行
が
暴
風
激
浪
の
被
災
地

を
実
況
視
察

65

71

17年
11月

郡
区
別
暴
風
海
嘯
被
害
見
積
金
員
表

66

72

17年
11月

６
日
後
楽
園
議
場
で
下
賜
布
団
の
仕
立
て

67

9



73

17年

11月
海
嘯
被
害
者
賑
恤
金
計
算
簿

67

74

17年
11月

21日
恩
賜
の
布
団
下
賜

68

＊
郡
村
景
況

75

15年
１
月
７
日
備
前
津
高
郡
金
川
村
の
景
況

69

76

15年
１
月

11日
備
中
庭
瀬
撫
川
両
村
の
景
況

69

77

15年
１
月

18日
備
中
上
房
郡
竹
之
庄
郷
の
近
況

70

78

15年
１
月

29日
備
中
賀
陽
郡
足
守
村
近
況

71

79

15年
３
月
９
日
備
前
邑
久
郡
鹿
忍
村
景
況

72

80

15年
３
月

26日
作
州
勝
北
郡
真
加
部
村
の
景
況

72

81

15年
３
月

29日
備
中
小
田
郡
笠
岡
村
の
景
況

73

82

15年
４
月

11日
備
中
倉
敷
近
況

73

83

15年
４
月

13日
備
中
玉
島
港
近
況

74

84

15年
６
月

10日
備
中
上
房
郡
高
梁
景
況

74

85

16年
１
月

13日
玉
島
通
信

75

86

16年
１
月

19日
備
前
児
島
郡
下
村
の
統
計

75

87

16年
２
月

25日
備
中
浅
口
郡
の
近
況

76

88

16年
３
月
８
日
備
中
浅
口
郡
通
信

76

89

17年
６
月

26日
備
前
上
道
郡
近
況

77

二
県
会

使
用
資
料
と
そ
の
略
称
一
覧

80

１

15年
～

17年
県
会
開
会
一
覧

81

表

10

県
会
開
会
一
覧

81

２

15年
～

17年
県
会
議
員
一
覧

81

表

11

県
会
議
員
一
覧

82

３

15年
３
月

31日
臨
時
県
会
二
十
二
日
よ
り
開
会

82

４

15年
４
月
２
日
臨
時
県
会
昨
日
閉
会
、
通
常
県
会
本
月
中
旬

82

５

15年
４
月
８
日
通
常
会
開
会
延
期
を
内
務

�に
開
申

84

６

15年
４
月

12日
通
常
県
会
本
月
二
十
五
日
よ
り
開
会

84

７

15年
５
月
２
日
県
会
流
会

84

８

15年
５
月

16日
・

18日
社
説
郡
区
長
公

�の
議

85

９

15年
５
月

17日
岡
山
県
会
郡
区
長
公

�建
議
の
可
決

89

10

15年
５
月

25日
岡
山
県
会
説
明
者
で
論
議

90

11

15年
６
月
１
日
社
説
岡
山
県
会
ノ
紛
議

90

12

15年
６
月
３
日
社
説
岡
山
県
会
の
紛
議
、
内
務

�指
令

92

13

15年
６
月
４
日
岡
山
県
会
紛
議
の
大
結
末

94

14

15年
６
月

14日
社
説
我
岡
山
県
会
新
任
議
員
諸
君
ニ
望
ム

95

10



15

15年
６
月

14日
抹
茶
議
員

97

16

15年
６
月

25日
社
説
岡
山
県
会
結
了

98

17

15年
６
月

27日
岡
山
県
会
閉
場
式

101

18

15年
６
月

30日
臨
時
県
会
七
月
七
日
よ
り
開
会

101

19

15年
７
月
７
日
県
会
決
議
の
県
令
不
認
可

101

20

15年
７
月

18日
臨
時
県
会
本
月
十
五
日
閉
場

101

21

15年

11月

17日
臨
時
会
十
一
月
二
十
七
日
よ
り
開
会

102

22

15年

12月
２
日
臨
時
県
会
議
員
召
集
問
題

102

23

16年
３
月
３
日
通
常
県
会
五
日
よ
り
開
会

103

24

16年
３
月

13日
戸
長
公

�を
建
議

103

25

16年
４
月
１
日
県
会
議
場
に
お
け
る
高
崎
県
令
の
演
説

103

26

16年
５
月

26日
高
崎
県
令
の
本
年
通
常
県
会
決
議
書

104

27

16年

12月

14日
臨
時
県
会
を
二
十
一
日
よ
り
開
会

105

28

16年

12月

27日
後
楽
園
の
件
に
つ
き
臨
時
県
会
の
議
決

105

29

17年
１
月

15日
教
育
費
及
び
県
庁
舎
建
築
修
繕
費
増
額
議
決

107

30

17年
３
月
６
日
通
常
県
会
を
後
楽
園
で
八
日
よ
り
開
会

107

31

17年
４
月
１
日
八
日
よ
り
後
楽
園
で
臨
時
県
会
開
催

107

32

17年
４
月
９
日
通
常
県
会
傍
聴
記
に
み
る
議
員
発
言
数

108

33

17年
４
月

12日
臨
時
県
会
本
月
十
一
日
閉
場

108

34

17年

10月

13日
二
十
四
日
よ
り
臨
時
県
会
を
開
会

108

三
民
権

使
用
資
料
と
そ
の
略
称
一
覧

110

１

15年
１
月
４
日
女
演
説
の
権
輿

111

２

15年
１
月
５
日
津
山
矢
吹
宅
で
郡
長
ら
が
懇
親
会

111

３

15年
１
月
６
日
女
演
説
者
八
田
清
子
の
品
格

111

４

15年
１
月

19日
中
島
衛
宛
小
林
樟
雄
書
簡

111

５

15年
１
月

21日
自
由
党
本
部
林
包
明
の
津
山
来
巡

112

６

15年
２
月
３
日
岡
山
の
国
会
請
願
魁
を
名
誉
欲
と
評
す
風
聞

113

７

15年
２
月

11日
仁
木
永
祐
宛
中
島
衛
書
簡

113

８

15年
２
月

19日
賀
陽
郡
第
一
親
睦
会
広
告

114

９

15年
２
月

23日
自
由
党
加
盟
者
名
簿

114

10

15年
３
月
１
日
阿
賀
郡
新
見
村
で
集
談
会
開
催

114

11

15年
３
月

10日
自
由
党
山
陽
地
方
本
部
主
意
・
盟
約

115

12

15年
３
月

11日
自
由
党
山
陽
地
方
本
部
規
則
書

116

13

15年
３
月

12日
賀
陽
郡
親
睦
会
景
況
藤
井
龍
男
記

118

14

15年
３
月

26日
浅
口
郡
道
越
村
で
懇
親
会
、
同
郡
黒
崎
村
で

11



学
術
演
説
会
、
巡
査
中
止
命
令

120

15

15年
４
月

自
由
党
美
作
部
人
名
簿

121

16

15年
４
月

11日
籠
谷
定
雄
会
主
の
岡
山
懇
親
会
警
察
臨
監

123

17

15年
４
月

12日
岡
山
懇
親
会
警
察
臨
監
続
報

124

18

15年
４
月

13日
克
明
社
員
の
警
察
召
喚

125

19

15年
４
月

16日
大
雲
寺
懇
親
会
で
警
察
と
衝
突

125

20

15年
４
月

20日
大
雲
寺
懇
親
会
事
件
続
報

127

21

15年
４
月

22日
自
由
党
員
ら
の
裁
判
宣
告
書

128

22

15年
４
月

25日
自
由
党
員
ら
の
裁
判
宣
告
書
（
続
き
）

129

23

15年
４
月

28日
第
三
美
作
親
睦
会
概
略

130

24

15年
５
月
６
日
福
井
孝
治
・
牧
驥
足
無
罪
判
決
広
告

131

25

15年
５
月

25日
妹
尾
政
談
演
説
会
を
岡
山
警
察
署
長
が
調
査

131

26

15年
５
月

26日
妹
尾
政
談
演
説
会
を
巡
査
探
偵

131

27

15年
５
月

31日
自
由
党
美
作
部
臨
時
大
会
議

132

28

15年
５
月

31日
中
央
本
部
臨
時
大
会
へ
出
席
の
代
議
人
立
石

岐
離
別
宴
会
広
告

132

29

15年
６
月

14日
立
憲
改
進
党
三
名
を
招
聘
の
た
め
党
員
忍
峡

稜
威
兄
が
大
坂
へ
出
発

132

30

15年
６
月

28日
集
会
条
例
改
正
に
よ
る
届
出

133

31

15年
７
月
５
日
妹
尾
村
で
の
演
説
会
中
止

133

32

15年
７
月
９
日
勧
善
会
の
怪
事

133

33

15年
８
月

美
作
自
由
党
盟
約

133

34

15年
９
月

23日
岡
山
区
富
田
町
で
女
子
演
説
会

136

35

15年
９
月

26日
仏
教
講
談
会
で
安
達
憲
忠
講
演
に
中
止
命
令

136

36

15年
９
月

27日
山
本
憲
が
山
陽
道
の
自
由
党
結
党
届

137

37

15年

10月
１
日
阿
賀
郡
新
見
村
で
郷
党
親
睦
会

137

38

15年

10月
３
日
西
大
寺
自
由
改
進
の
新
聞
購
読
者
増
加

137

39

15年

10月
５
日
吉
野
郡
に
青
年
同
盟
会
を
発
起

137

40

15年

11月

14日
真
島
郡
落
合
駅
の
垂
水
社
、
透
成
社
親
睦
会

138

41

15年

11月

19日
山
陽
立
憲
政
党
盟
約
・
規
則
書

138

42

15年

11月

29日
賀
陽
郡
演
説
会
、
警
官
に
よ
り
中
止

138

43

15年

12月

26日
犬
養
毅
の
政
談
演
説
会
中
止
解
散

139

44

16年
２
月

22日
妹
尾
村
和
田
豊
太
、
公
判
で
無
罪
放
免

139

45

16年
４
月
１
日
浅
口
郡
の
新
聞
購
読
会
、
郡
長
が
許
可
取
消

140

46

16年
４
月

18日
英
田
郡
倉
敷
村
に
共
愛
会
発
起

140

47

16年
５
月
３
日
亀
山
清
太
郎
の
官
吏
侮
辱
事
件
一
年
で
宴
会

140

12



48

16年
５
月
４
日
浅
口
郡
里
見
村
有
志
が
協
中
会
出
願
許
可

141

49

16年
６
月
６
日
民
権
家
と
交
際
し
た
と
し
て
解
任
さ
れ
た
西

大
寺
村
戸
長
の
慰
労
会

141

50

16年

10月

24日
惟
正
館
が
岡
山
区
に
二
十
日
開
業

141

51

17年
６
月
４
日
玉
島
の
元
興
鳴
会
員
二
名
が
入
獄
紀
年
会

142

52

17年

10月

29日
津
山
の
政
談
演
説
会
中
止
解
散

142

53

17年

11月

16日
浅
口
郡
黒
崎
村
の
新
聞
購
読
会
に
無
罪
申
渡

142

四
産
業
経
済

使
用
資
料
と
そ
の
略
称
一
覧

144

１

14年

12月

22日
山
陽
煙
草
会
社
広
告

145

２

15年
１
月

28日
ラ
ン
プ
の
芯
発
明
、
徹
支
社
を
組
織
し
製
造

145

３

15年
２
月

23日
小
田
郡
東
三
成
村
の
素
麺
会
社
好
調

145
４

15年
４
月

児
島
湾
の
灰
貝
、
牡
蠣
類
の
蒔
付
に
関
す
る

県
通
達
丙
七
号
の
下
書
き

146

５

15年
４
月
６
日
宇
野
円
三
郎
治
水
愚
見
建
言

147

６

15年
４
月

21日
純
粋
短
角
種
牡
牛
広
告

151

７

15年
５
月
９
日
磨
屋
町
黒
住
春
次
の
糸
綯
器
械
改
良

151

８

15年
５
月

11日
川
上
郡
の
煙
草
産
出
額
、
津
山
の
勧
工
場
、

小
串
村
の
石
灰
製
造

151

９

15年
５
月

13日
篤
好
社
存
続
決
議

152

10

15年
５
月

19日
北
木
島
鯛
網
漁
盛
ん

152

11

15年
５
月

21日
灰
貝
取
揚
情
願
書

153

12

15年
６
月
２
日
川
上
郡
阿
賀
郡
煙
草
改
良
費
補
助

154

13

15年
６
月

15日
池
田
類
次
郎
が
岡
山
旧
城
内
で
牛
乳
発
売

155

14

15年
６
月

18日
玉
島
紡
績
所
開
業
紀
行

155

15

15年
６
月

21日
真
島
郡
池
田
類
次
郎
の
牧
場
経
営
盛
ん

157

16

15年
６
月

23日
川
上
郡
下
原
村
に
私
立
銀
行
開
業
広
告

157

17

15年
６
月

27日
津
高
郡
紙
工
村
で
漆
製
造
出
願

158

18

15年
７
月
１
日
児
島
郡
大
崎
村
よ
り
蒔
付
灰
貝
出
願

158

19

15年
７
月
６
日
天
瀬
陶
器
製
造
所
払
い
下
げ
願
出

160

20

15年
７
月

12日
第
二
十
二
国
立
銀
行
人
事

160

21

15年
９
月
６
日
津
高
郡
辛
川
市
場
で
牛
馬
大
市

161

22

15年
９
月

12日
岡
山
区
に
共
同
水
道
会
社
発
起

161

23

15年
９
月

23日
三
菱
会
社
が
吉
岡
銅
山
へ
技
師
を
派
遣

162

24

15年
10月

８
日
粒
江
村
小
川
頼
三
郎
が
天
禄
酒
を
醸
造

162

25

15年
10月
14日

巌
井
村
三
門
谷
の
土
を
使
っ
て
陶
器
を
製
造

162

13



26

15年

10月

15日
上
房
郡
、
哲
多
郡
の
石
綿

162

27

15年
10月

17日
阿
賀
郡
菅
生
村
の
栗
生
産
の
景
況

163

28

15年

10月
20日

砂
糖
大
会
社
が
株
主
募
集

163

29

15年

10月

24日
岡
山
区
に
魚
市
場
増
設
の
出
願

163

30

15年

11月

16日
英
田
郡
倉
敷
村
の
茶

163

31

15年

12月
２
日
岡
山
区
の
大
虎
湯
に
解
散
中
止
命
令

164

32

15年

12月

11日
篤
好
社
織
機
資
本
金
拝
借
上
申

164

33

16年
１
月

11日
岡
山
郵
便
局
十
五
年
中
取
扱
為
替
統
計

165

表

12

明
治

15年
為
換
金
一
覧

166

34

16年
１
月

27日
砂
防
工
施
行
規
則
取
設

165

35

16年
２
月

24日
砂
防
工
施
行
規
則
着
手
順
序

169

36

16年
３
月

24日
県
勧
業
課
が
種
苗
類
を
無
償
下
渡
し

170

37

16年
４
月

［
砂
防
工
費
額
取
調
調
書
］

170
表

13

［
砂
防
工
費
額
取
調
調
書
］

171

38

16年
４
月

21日
岡
山
県
陶
器
製
造
所
払
い
下
げ
上
申

173

39

16年
５
月
６
日
高
田
硯
の
支
店
を
岡
山
上
之
町
へ
開
設

173

40

16年
５
月

11日
懲
役
人
雇
い
旧
勧
業
試
験
場
内
で
畳
表
製
造

174

41

16年
５
月

20日
岡
山
紡
績
所
株
式
買
取
依
頼

174

42

16年
６
月

24日
後
月
郡
の
大
工
ら
が
精
励
社
設
立

175

43

16年
７
月
１
日
土
木
規
則
を
定
め
七
月
一
日
よ
り
施
行

176

表

14

岡
山
県
下
甲
号
河
川
表

177

表

15

岡
山
県
下
乙
号
河
川
表

178

44

16年
８
月
６
日
十
州
塩
田
通
常
会
決
議
事
項
に
つ
い
て
協
議

176

45

16年
９
月

砂
防
工
概
論
（
宇
野
円
三
郎
）

184

46

16年
９
月

灰
貝
蒔
附
ニ
付
海
面
拝
借
之
願

185

47

16年
９
月
８
日
士
族
授
産
の
た
め
上
房
郡
に
鹿
児
島
産
山
藍

の
栽
培
を
計
画

187

48

16年

10月
３
日
児
島
湾
内
養
貝
の
差
許
し

187

49

16年

10月

21日
児
島
湾
養
貝
禁
止
解
除
に
つ
き
志
願
人
続
々

189

50

16年

12月

12日
県
下
酒
造
家
の
廃
業
数

189

51

17年
１
月

10日
米
商
会
所
引
き
続
き
営
業
す
る
旨
広
告

189

52

17年
２
月

26日
十
州
塩
田
同
業
会
概
則

189

53

17年
５
月
９
日
上
道
郡
舛
田
村
聚

�社
十
年
祭
の
模
様
・

�

魚
購
入
年
計

190

54

17年
６
月

28日
岡
山
市
中
の
米
価
下
落

190

55

17年
７
月

岡
山
紡
績
所
改
革
見
込
書

191

14



56

17年
７
月
３
日
岡
山
地
方
常
用
品
物
価
の
十
五
・
十
六
年
比

較

194

表

16

岡
山
地
方
常
用
品
物
価

195

57

17年
７
月
３
日
児
島
郡
下
村
紡
績
所
近
況

195

58

17年
９
月

岡
山
郵
便
局
貯
金
取
扱
高

195

表

17

岡
山
郵
便
局
貯
金
取
扱
高
（
明
治

17年
９
月
～

11月
）

196

59

17年

10月

22日
県
下
稲
作
農
家
収
穫
の
予
算

196

60

17年

11月
６
日
岡
山
昨
今
の
公
債
、
株
券
等
相
場

197

61

17年

11月
９
日
本
県
畳
表
の
卸
売
り
値

198

62

17年

12月
５
日
岡
山
の
魚
市
場
の

�

198

63

17年

12月

16日
花
畑
紡
績
所
近
況

198

64

17年

12月

16日
酒
類
製
造
量

198
表

18

三
ヶ
国
郡
区
別
酒
類
製
造
比
較
表

199
＊

開
墾

65

15年
３
月

26日
吉
備
開
墾
社
の
経
営
行
き
詰
ま
り

202

66

15年
４
月

15日
日
本
原
移
住
士
族
に
資
本
金
貸
下

203

67

15年
４
月

30日
微
力
社
々
長
西
毅
一
辞
職
、
改
選

204

68

15年
５
月
６
日
日
本
原
開
墾
、
桑
麦
桐
茶
植
え
付
け

204

69

15年
５
月

10日
微
力
社
廃
存
の
論
議
、
杉
山
岩
三
郎
を
追
求

204

70

15年
５
月

11日
美
作
一
国
溜
池
紛
議
に
つ
き
上
京

205

71

15年
５
月

16日
微
力
社
に
参
事
院
議
官
補
黒
田
綱
彦
が
尽
力

205

72

15年
５
月

30日
岡
山
上
之
町
で
興
除
新
田
開
墾
協
議
集
会

205

73

15年
６
月
９
日
日
本
原
開
墾
に
政
府
よ
り
一
万
五
千
円
借
受

205

74

15年
６
月

17日
大
塚
伊
八
郎
、
興
除
村
検
査
の
た
め
出
張

206

75

15年
９
月

17日
微
力
社
が
有
終
社
と
改
名

206

76

15年

10月

24日
邑
久
郡
牛
窓
村
沖
青
島
の
開
墾
出
願

206

＊
水

論

77

15年
２
月
２
日
勝
南
郡
吉
ヶ
原
村
の
大
岩
を
開
鑿

206

78

15年
３
月

30日
小
田
郡
走
出
村
・
甲
怒
村
と
後
月
郡
木
ノ
子

村
の
用
水
紛
争
関
係
書
状

206

79

15年
５
月

13日
赤
坂
郡
滝
山
村
溜
池
改
修
決
議

208

80

15年
６
月

15日
窪
屋
郡
羽
島
・
二
日
市
両
村
で
田
養
水
紛
議

209

81

16年
６
月
１
日
御
野
郡
玉
柏
村
と
同
郡
他
村
が
用
水
で
紛
議

210

82

16年
７
月

26日
津
高
郡
富
原
村
の
旱
魃

210

83

16年
８
月
２
日
御
野
郡
三
野
村
三
挺
樋
開
鑿
を
協
議

210

84

16年
８
月
２
日
小
田
郡
、
後
月
郡
の
村
々
、
腕
力
で
水
論

210

15



85

16年
８
月

12日
御
野
郡
水
源
の
鑵
掛
川
を
明
日
よ
り
浚
鑿

211

86

16年
８
月

14日
都
宇
郡
三
村
と
庭
瀬
村
及
び
邑
久
郡
各
村
と

磐
梨
郡
田
原
村
の
水
論
彙
報

211

87

16年
８
月

15日
旱
魃
で
地
主
に
農
地
返
還

212

88

16年
８
月

16日
玉
島
港
で
は
旱
魃
に
よ
り
水
騰
貴

212

89

16年
８
月

22日
御
野
郡
平
田
村
、
米
倉
村
の
水
論
及
び
津
高

郡
今
保
村
、
久
米
村
と
津
島
村
の
水
論

212

90

16年
８
月

26日
飲
用
水
不
足
で
都
宇
郡
栗
坂
村
ま
で
筧
新
設

213

91

16年
８
月

28日
窪
屋
郡
帯
高
村
、
水
分
別
で
郡
役
所
へ

213

92

16年
８
月

29日
大
庭
郡
内
の
旱
魃

214

93

16年
９
月
２
日
津
高
郡
及
び
浅
口
郡
の
水
論

214

94

16年
９
月
４
日
上
道
郡
古
津
村
水
論
／
浅
口
郡
水
論
続
報

214

95

16年
９
月
８
日
御
野
郡
・
津
高
郡
な
ど
旱
魃
で
稲
枯
死

215

96

16年
９
月
９
日
上
道
郡
米
田
村
・
海
吉
村
の
水
論
詳
報

215

97

16年
９
月

11日
浅
口
郡
某
村
、
旱
魃
の
た
め
祭
客
謝
絶
評
議

215

98

16年
９
月

22日
小
田
郡
北
部
旱
魃
に
つ
き
教
育
妨
害
も

216

99

17年
７
月

25日
東
北
条
郡
昨
夏
の
水
論
の
裁
決

216

＊
交
通
通
信

100

15年
１
月

29日
児
島
郡
藤
戸
よ
り
倉
敷
間
の
入
江
浚
鑿
計
画

216

101

15年
２
月

21日
川
上
郡
吹
屋
村
田
井
村
間
の
道
路
修
繕

217

102

15年
２
月

25日
新
見
村
か
ら
備
後
東
城
へ
の
険
路
平
削
計
画

217

103

15年
３
月

10日
後
楽
園
朝
日
橋
を
出
石
・
古
京
両
町
所
有
に

し
利
益
金
で
貧
民
救
助

217

104

15年
３
月

11日
東
中
島
町
新
橋
渡
り
初
め
式

218

105

15年
３
月

16日
哲
多
郡
井
村
・
新
見
村
間
の
高
梁
川
浚
鑿

219

106

15年
３
月

27日
私
費
架
設
の
橋
梁
等
の
郵
便
脚
夫
通
行
料
請

求
は
不
可

219

107

15年
５
月
３
日
赤
坂
郡
正
崎
村
砂
川
に
新
橋
落
成

219

108

15年
５
月

26日
玉
島
で
金
比
羅
参
詣
用
の
蒸
気
船
購
入
計
画

219

109

15年
７
月

13日
倉
敷
偕
力
社
の
小
蒸
気
船
開
業
広
告

220

110

15年
９
月

22日
汽
衛
社
発
起
に
よ
り
三
番
に
小
灯
明
台
着
工

220

111

15年
９
月

23日
津
山
辺
の
吉
井
川
浚
鑿
経
費
獲
得
に
奔
走

220

112

15年
９
月

23日
京
橋
営
繕
の
た
め
日
向
国
へ
材
木
買
入
れ

220

113

15年

10月
通
運
会
社
取
扱
の
員
数

221

114

15年
11月

15日
備
前
讃
岐
海
底
電
信
線
改
設
、
漁
業
等
禁
止

221

115

16年
１
月
１
日
汽
船
同
盟
会
社
、
一
月
よ
り
船
賃
値
下
げ

221

16



116

16年
１
月

10日
岡
山
郵
便
局
、
明
治
十
五
年
中
の
郵
便
物
統

計

222

表

19

岡
山
郵
便
局
の
明
治

15年
中
の
郵
便
物
発
着
統
計

223

117

16年
１
月

24日
私
費
で
架
設
の
橋
梁
等
の
電
信
配
達
通
行
料

222

118

16年
７
月

20日
玉
島
港
入
港
船
舶
通
灯
料

222

119

16年

12月
２
日
津
山
へ
電
信
局
設
置

222

120

17年
３
月

18日
県
庁
よ
り
警
察
、
監
獄
署
へ
電
話
機
設
置

224

121

17年
４
月
６
日
岡
山
電
信
局
、
栄
町
に
落
成
し
本
日
移
転

224

122

17年

11月
津
山
郵
便
局
十
一
月
の
取
扱
郵
便
物

224

123

17年

11月
三
番
港
か
ら
飽
浦
へ
の
渡
し
舟

224

五
教
育
文
化

使
用
資
料
と
そ
の
略
称
一
覧

226
＊

教
育
制
度

１

15年
１
月

20日
学
校
を
仮
用
し
た
集
会
等
の
取
締
通
達

227

２

15年
４
月

25日
医
学
校
卒
業
生
徒
へ
開
業
免
許
状
の
授
与
可

227

３

15年
４
月

25日
本
県
商
法
学
校
へ
の
従
学
誘
導

227

４

15年
５
月

20日
公
立
学
校
教
員
の
演
説
等
禁
止

228

５

15年
６
月
６
日
県
会
で
岡
山
県
商
法
学
校
の
廃
絶
決
議

228

６

15年
６
月
９
日
論
説
県
立
中
学
校
廃
存
ノ
可
否

228

７

15年
８
月
５
日
学
務
委
員
の
政
談
演
説
禁
止

230

８

15年

11月

16日
岡
山
教
育
会
規
則
草
案

231

９

16年
２
月
３
日
生
徒
の
政
治
講
談
等
へ
の
臨
会
加
入
禁
止

233

10

16年
２
月
３
日
生
徒
の
学
術
演
説
会
へ
の
臨
会
加
入
禁
止

233

11

16年
２
月
６
日
町
村
立
中
小
学
校
校
長
教
員
職
務
心
得

234

12

16年
３
月
２
日
公
立
私
立
学
校
助
教
等
の
心
得

234

13

16年
３
月

22日
県
立
商
法
学
校
廃
止

235

14

16年
４
月

17日
師
範
学
校
卒
業
証
書
及
び
教
員
免
許
状

235

15

16年
５
月
９
日
町
村
会
会
場
の
小
学
校
仮
用
禁
止

236

16

16年
５
月

25日
女
教
員
及
び
女
生
徒
の
服
飾
に
関
す
る
注
意

236

17

16年
７
月
７
日
岡
山
教
育
協
会
、
明
八
日
例
会
開
催
広
告

237

18

16年
９
月

11日
明
治
十
六
年
度
区
町
村
教
育
補
助
費

237

19

16年

10月
７
日
学
事
共
進
会
を
学
事
奨
励
会
に
改
称

238

20

16年

11月
６
日
小
学
校
生
徒
日
鑑

238

21

17年
１
月

15日
小
学
助
教
の
資
格
要
件

238

22

17年
２
月
２
日
教
員
俸
給
減
な
ど
教
育
上
の
妨
害
に
留
意

239

23

17年
４
月
２
日
岡
山
学
事
奨
励
会
開
会
式
の
概
略

239

17



24

17年
６
月
１
日
岡
山
県
医
学
校
稟
告
解
剖
者
追
善
供
養
、

開
校
式
・
証
書
授
与
式

240

25

17年
６
月
７
日
県
医
学
校
、
旧
西
ノ
丸
へ
移
転

240

26

17年
７
月

11日
大
坂
府
下
に
な
ら
い
本
県
に
幼
稚
園
設
置

240

27

17年
７
月

12日
岡
山
県
師
範
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

240

28

17年

10月
２
日
榎
本
常
女
、
師
範
学
校
女
子
科
教
師
補
に

242

＊
教
育
現
況

29

15年
１
月

26日
津
山
中
学
校
、
二
種
の
教
則

242

30

15年
２
月
８
日
丸
亀
町
・
児
島
郡
浦
田
村
に
夜
学
開
校

243

31

15年
３
月
１
日
都
宇
郡
妹
尾
村
妹
尾
小
学
盛
大
化

243

32

15年
３
月

16日
小
田
郡
黒
木
村
小
学
校
の
進
歩

243

33

15年
４
月

13日
磐
梨
郡
第
一
番
学
区
平
岩
小
学
盛
大
化

244

34

15年
５
月

18日
六
郡
長
ら
を
召
喚
し
津
山
中
学
校
和
解
評
議

244

35

15年
５
月

24日
津
山
中
学
校
和
解
で
き
ず
一
時
閉
校
の
模
様

245

36

15年
５
月

27日
津
山
中
学
校
に
就
き
県
令
が
所
見
を
押
通
す

245

37

15年

10月
５
日
岡
山
区
高
畠
梅
女
が
私
立
学
校
設
置
を
上
願

245

38

15年

12月
１
日
小
田
郡
新
賀
村
小
学
新
築
願
下

245

39

15年

12月

22日
津
山
中
学
校
の
廃
校
決
定

246

40

15年
３
月

31日
岡
山
区
内
の
男
女
別
小
学
生
徒
の
数

246

41

16年
２
月

25日
岡
山
区
内
の
私
塾
数
及
び
同
生
徒
数

246

42

16年
３
月

29日
小
田
郡
矢
掛
村
の
子
弟
対
象
に
学
而
社

247

43

16年
４
月

17日
津
山
新
職
人
町
に
有
声
学
舎
な
る
夜
学
会

247

44

16年
５
月

31日
玉
島
の
成
章
学
舎
は
退
塾
多
く
閉
塾
の
模
様

247

45

16年
６
月

10日
小
田
郡
矢
掛
村
有
志
が
私
塾
・
学
向
社
設
立

247

46

16年
６
月

13日
浅
口
郡
に
暇
脩
学
会
開
設
、
郡
長
加
入
誘
導

247

47

16年
９
月
１
日
津
山
京
町
成
器
小
学
増
築
落
成

248

48

16年
９
月

24日
阿
賀
郡
第
廿
三
番
学
区
養
蒙
小
学
開
校
式

248

49

16年

10月
高
梁
・
有
終
館
、
規
則
改
正
稟
告

249

50

16年

10月

20日
師
範
学
校
に
小
学
訓
導
を
集
め
伝
習
起
業
式

249

51

16年

11月

11日
浅
口
郡
暇
脩
学
会
、
文
武
両
道
を
研
究

249

52

16年

11月

18日
窪
屋
郡
養
素
小
学
開
校
式

250

53

17年
１
月

15日
御
野
中
学
校
、
再
議
の
末
維
持
す
る
決
議

250

54

17年
３
月
６
日
八
日
開
催
の
師
範
附
属
小
学
生
徒
の
遊
戦
会

250

55

17年
４
月

24日
小
田
郡
各
小
学
校
で
助
教
の
試
験

251

56

17年
５
月

27日
勇
崎
村
の
法
律
研
究
会
・
葆
光
会

251

57

17年
５
月

29日
上
房
郡
川
面
村
の
暇
修
学
舎
、
塾
舎
新
築

251

18



58

17年
７
月
１
日
師
範
中
学
両
校
教
師
が
普
通
予
備
学
校
設
置

251

59

17年
７
月
５
日
普
通
予
備
学
校
、
入
学
者
を
増
員

254

60

17年
７
月
８
日
閑
谷
黌
生
徒
募
集
広
告

254

61

17年
８
月
１
日
閑
谷
黌
開
黌
式

256

62

17年
９
月

30日
閑
谷
黌
へ
の
郡
区
別
入
学
者
数
広
告

260

63

17年

12月
５
日
岡
山
区
瓦
町
景
福
寺
に
裁
縫
所
を
計
画

260

＊
出
版
抜
粋

64

15年
１
月
４
日
中
島
衛
が
津
山
新
聞
発
行
出
願
中

261

65

15年
１
月
４
日
作
州
の
立
石
岐
が
活
版
所

261

66

15年
１
月
４
日
山
陽
新
報
の
再
発
兌
社
告

261

67

15年
１
月

12日
中
洲
絵
入
新
聞
発
行
許
可

261

68

15年
１
月

13日
官
権
新
誌
発
行
許
可

262

69

15年
１
月

27日
稚
児
新
聞
の
中
国
毎
日
新
聞
改
題
許
可

262

70

15年
１
月

19日
杉
山
岩
三
郎
に
か
か
る
岡
山
毎
日
新
聞
報
道

263

71

15年
２
月
４
日
津
山
活
版
所
を
有
待
社
と
称
し
一
日
開
業
式

263

72

15年
２
月

11日
永
田
一
二
、
大
坂
立
憲
政
党
新
聞
社
へ
入
社

263

73

15年
２
月

11日
岡
山
区
で
中
国
毎
日
新
聞
発
兌
申
請

264

74

15年
２
月

11日
永
田
一
二
離
岡
稟
告

264

75

15年
２
月

22日
岡
山
毎
日
新
聞
社
発
行
停
止
稟
告

264

76

15年
３
月

14日
岡
山
毎
日
新
聞
解
停
と
津
山
に
第
一
支
局
設

置
広
告

264

77

15年
４
月
５
日
学
事
申
報
発
行
許
可

265

78

15年
４
月
５
日
中
国
毎
日
新
聞
発
行
許
可

266

79

15年
４
月
８
日
上
之
町
細
謹
社
が
細
謹
舎
と
改
称

266

80

15年
５
月

10日
学
事
申
報
発
兌

266

81

15年
５
月

27日
中
国
毎
日
新
聞
発
行
停
止
命
令

266

82

15年
５
月

29日
黄
薇
評
論
叢
誌
発
行
許
可

267

83

15年
６
月
１
日
山
陽
自
由
新
聞
発
行
許
可

267

84

15年
６
月
３
日
岡
山
毎
日
新
聞
、
解
停
さ
れ
再
発
兌

267

85

15年
６
月

22日
克
明
社
が
新
紙
・
中
国
日
々
新
聞
発
行
計
画

268

86

15年
７
月
７
日
杉
山
岩
三
郎
、
岡
山
毎
日
新
聞
を
買
収

268

87

15年
７
月

13日
岡
山
毎
日
新
聞
が
岡
山
新
報
と
改
称

268

88

15年
９
月
２
日
山
陽
新
報
の
発
行
停
止
解
除

268

89

15年
９
月

15日
津
山
の
政
談
社
よ
り
政
談
以
呂
波
新
聞
発
行

269

90

15年
９
月

23日
当
地
の
自
由
党
員
が
新
聞
発
行
計
画
と
の

�

269

91

15年
９
月

27日
広
告
新
聞
発
行
と
の
山
陽
新
報
記
事
は
虚
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説

270

92

15年
９
月

27日
山
陽
日
報
発
行
許
可

270

93

15年

10月
７
日
仰
天
珍
聞
発
行
許
可

270

94

15年

11月
８
日
岡
山
毎
日
新
聞
発
行
禁
止
稟
告

271

95

15年

11月

20日
津
山
新
聞
発
行
許
可
進
達

271

96

15年

11月

23日
津
山
の
政
談
い
ろ
は
新
聞
発
行
禁
止

271

97

15年

12月
三
国
地
図
銅
刻
出
版
の
願

271

98

15年

12月
４
日
小
学
岡
山
県
三
国
史
出
版
許
可

272

99

15年

12月

24日
杉
山
岩
三
郎
が
吉
備
毎
日
新
聞
を
発
行

272

100

16年
１
月

絵
入
人
情
お
さ
な
草
誌
進
達

272

101

16年
１
月

17日
磐
梨
郡
報
国
社
が
二
種
の
新
聞
発
行
出
願

273

102

16年
１
月

17日
お
さ
な
舎
発
兌
の
お
さ
な
艸
誌

273

103

16年
２
月

27日
吉
備
日
々
新
聞
購
読
を
小
田
郡
長
が
諭
達

273

104

16年
３
月
８
日
吉
備
日
々
新
聞
発
兌
広
告

274

105

16年
３
月

12日
不
二
新
聞
発
兌
広
告

274

106

16年
４
月
４
日
吉
備
日
々
新
聞
購
読
を
小
田
郡
長
が
再
度
の

諭
達

275

107

16年
４
月

13日
阿
賀
郡
唐
松
村
某
、
吉
備
日
々
新
聞
見
合
わ

せ
通
知
す
る
も
続
々
逓
送

276

108

16年
６
月

14日
吉
備
日
々
新
聞
向
陽
社
が
火
災

276

109

17年
２
月
４
日
向
陽
社
火
災
、
休
刊
広
告

277

110

17年
２
月
７
日
岡
山
区
で
商
陽
日
報
発
刊
を
出
願
中

277

111

17年
２
月

10日
小
松
原
英
太
郎
書
状
（
向
陽
社
火
災
へ
の
見

舞
い
）

277

112

17年
２
月

13日
関
新
吾
書
状
（
向
陽
社
火
災
へ
の
見
舞
い
）

278

113

17年

11月

10日
岡
山
教
育
雑
誌
、
昨
日
発
兌

278

114

17年

12月

14日
下
道
郡
で
雑
誌
続
々

279

115

17年

12月

26日
吉
備
日
々
新
聞
広
告
年
末
年
首
休
刊
廃
止

279

＊
文
化
宗
教

116

15年
３
月

11日
岡
山
城
入
札
払
下
げ
広
告

280

117

15年
５
月

27日
正
阿
弥
勝
義
、
メ
ル
ボ
ル
ン
博
四
等
褒
状

280

118

15年

10月
５
日
都
宇
郡
妹
尾
村
で
日
蓮
宗
僧
侶
の
宗
旨
喧
嘩

280

119

15年

10月

24日
岡
山
区
春
日
神
社
、
県
社
と
な
り
祭
典
執
行

281

120

15年

10月

25日
社
寺
修
繕
の
た
め
の
境
内
樹
木
伐
採
の
制
限

281

121

15年
12月

７
日
神
社
寺
院
創
立
再
興
復
旧
許
可

282

122

16年
２
月

21日
後
楽
園
購
求
に
係
る
難
波
二
郎
三
郎
書
簡

282
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123

16年
３
月

15日
逸
見
大
吉
彫
刻
、
天
覧
御
留
置
き
に

283

124

16年
５
月

20日
後
楽
園
で
師
範
追
悼
の
日
置
流
射
術
式

283

125

16年
５
月

22日
不
受
不
施
派
日
講
師
遺
骨

283

126

16年
６
月
５
日
杉
山
岩
三
郎
ら
発
起
の
馬
術
研
究
会

284

127

16年
６
月

15日
磐
梨
郡
で
三
ヶ
村
に
ま
た
が
る
古
墳
発
見

284

128

16年
６
月

23日
基
督
教
演
説
会

284

129

16年
６
月

29日
邑
久
郡
の
安
仁
神
社
、
来
月
十
五
日
上
棟
式

285

130

16年
７
月

12日
奈
良
茶
店

285

131

16年
７
月

12日
岡
山
区
蓮
昌
寺
の
宗
教
大
演
説
会
の
様
子

285

132

16年
７
月

26日
奈
良
茶
店
総
代
、
警
察
よ
り
説
諭

286

133

16年

10月

16日
岡
山
区
石
関
町
の
県
社
岡
山
神
社
が
改
号
式

286

134

17年
１
月

13日
本
朝
農
書
編
纂
の
た
め
の
古
文
書
類
提
供

286

135

17年
２
月

27日
協
信
社
、
武
揚
会
創
立
の
広
告

286

136

17年
２
月

21日
後
楽
園
、
修
繕
落
成
し
縦
覧

287

137

17年
３
月

11日
後
楽
園
に
岡
山
区
の
三
軒
が
茶
屋
を
新
築

287

138

17年
３
月

23日
後
楽
園
、
本
日
よ
り
縦
覧
を
許
す
（
広
告
）

287

139

17年
３
月

25日
岡
山
区
上
之
町
で
西
洋
料
理
開
場
の
式

287

140

17年
３
月

25日
上
道
郡
平
井
村
妙
広
寺
の
巨
松

288

141

17年
４
月
８
日
協
信
社
が
後
楽
園
に
仮
橋
を
架
設

288

142

17年
６
月
８
日
正
阿
弥
勝
義
に
京
都
博
覧
会
か
ら
賞
牌

288

143

17年
６
月

22日
山
岡
鉄
太
郎
が
書
千
枚
を
揮
毫
し
寄
付

289

144

17年
７
月
４
日
高
梁
耶
蘇
協
会
に
暴
客

289

145

17年
７
月

24日
千
輪
性
海
が
仏
教
大
演
説
会

289

146

17年
８
月

13日
奈
良
茶
店
の
不
景
気

290

147

17年
８
月

13日
後
楽
園
の
鶴
見
橋
落
成
式
予
告

290

148

17年
８
月

16日
後
楽
園
鶴
見
橋
落
成
式

290

149

17年

11月

12日
戸
籍
帳
簿
へ
の
宗
旨
記
載
不
要

291

150

17年

12月
７
日
鶴
見
橋
の
往
来
人

291

＊
医

療

151

15年
３
月
１
日
伝
染
病
理
研
究
等
の
た
め
医
会
設
立

292

152

15年
５
月
４
日
医
師
薬
舗
兼
業
の
禁
止

292

153

15年
５
月

22日
貧
困
者
等
に
対
す
る
医
療
救
済
費
目
・
金
額

292

154

15年
６
月
６
日
児
島
郡
田
ノ
口
で
海
水
浴
場
開
場

293

155

15年
８
月
１
日
伝
染
病
診
断
書
の
衛
生
委
員
会
等
へ
の
提
出

293

156

15年
９
月
５
日
虎
列
刺
病
予
防
の
た
め
溝
渠
等
を
掃
除

294

157

15年
９
月
６
日
県
下
虎
列
刺
病
の
状
況

294
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158

15年
９
月
７
日
牛
窓
等
五
港
で
検
疫

294

159

15年
９
月

28日
医
学
校
移
転
跡
地
に
眼
病
院

294

160

15年

10月
８
日
矢
掛
村
に
駆
黴
院
出
張
所
設
置
を
上
願

295

161

15年

10月

13日
備
中
浅
尾
藩
に
伝
わ
る
疔
癰
の
妙
薬

295

162

15年

10月

20日
ベ
ル
ツ
が
治
療
検
分
に
県
病
院
へ

295

163

15年

10月

24日
御
雇
医
師
ベ
ル
リ
ー
私
立
病
院
設
立

295

164

16年
３
月

26日
大
医
会
へ
の
小
医
会
長
出
頭
通
達

295

165

16年
４
月

12日
産
婆
開
業
広
告

296

166

16年
６
月

14日
浅
口
郡
沙
美
海
水
浴
場
の
開
設
予
定

296

167

16年
９
月

九
月
の
岡
山
県
病
院
患
者
総
数

296

表
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病
院
の
患
者
数

297

168

16年

10月

16日
私
立
高
梁
病
院
開
業
式
の
景
況
、
祝
辞

296

169

17年
３
月

20日
煙
草
の
火
、
奥
市
の
避
病
院
を
灰
燼
に
す

298

170

17年
４
月

21日
難
波
立
愿
種
痘
勧
善
社
解
社
の
稟
告

299

171

17年
４
月

24日
第
一
回
医
師
開
業
志
願
者
試
験
の
及
第
者
数

299

172

17年
４
月

25日
中
川
横
太
郎
が
衛
生
会
設
置
に
奔
走
中

299

173

17年
８
月
３
日
沙
美
海
水
浴
場
近
況

300

174

17年
８
月

20日
児
島
郡
田
ノ
口
村
の
海
水
浴
場

300
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岡
山
県
明
治
前
期
資
料

四
解
説

一
『
岡
山
県
明
治
前
期
資
料
四
』
の
概
要

『
岡
山
県
明
治
前
期
資
料
』
は
、
岡
山
県
域
の
確
定
し
た
明
治
九

年
（
一
八
七
六
）
か
ら
、
明
治
立
憲
体
制
の
成
立
す
る
同
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
頃
ま
で
の
岡
山
県
を
対
象
に
、
当
時
の
岡
山
県
に
と
っ

て
の
重
要
資
料
や
稀
少
資
料
、
新
た
に
発
掘
し
た
資
料
を
、
お
お
む

ね
下
表
の
よ
う
な
計
画
で
編
纂
刊
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
年
度
は
、
高
崎
県
政
の
開
始
か
ら
七
年
～
九
年
目
に
当
た
る
明

治
十
五
～
十
七
年
の
時
期
を
対
象
と
し
た
。
結
果
的
に
高
崎
岡
山
県

令
最
後
の
三
年
間
と
な
る
こ
の
時
期
は
、
県
会
議
決
の
不
認
可
、
民

権
運
動
に
対
抗
し
て
自
ら
後
押
し
し
た
「
吉
備
日
々
新
聞
」
の
発
刊

な
ど
、「
鬼
県
令
」
と
し
て
の
厳
し
さ
も
各
所
に
発
揮
す
る
も
の
の
、

一
方
で
、
宇
野
円
三
郎
の
治
水
建
言
を
採
り
上
げ
、
治
水
治
山
事
業

を
行
う
な
ど
、
県
民
生
活
の
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
積
極
的
に
取

り
組
む
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
岡
山

県
令
高
崎
五
六
の
再
評
価
を
期
待
し
た
い
。

23

『岡山県明治前期資料』の刊行計画

標題 年度 内容

岡山県記録資料叢書10
『岡山県明治前期資料一』

平成26
明治９～10年
新岡山県高崎県政の開始

岡山県記録資料叢書11
『岡山県明治前期資料二』

〃 27
明治11～12年
民会の再開と県会の設置

岡山県記録資料叢書12
『岡山県明治前期資料三』

〃 28
明治11～12年の残りと明治13～14年
高崎県政と県会の対立・民権運動の高揚

岡山県記録資料叢書13
『岡山県明治前期資料四』

〃 29
明治15～17年
民権運動の衰退と高崎県令の転任

岡山県記録資料叢書14
『岡山県明治前期資料五』

〃 30
明治18～20年
千坂新県政

岡山県記録資料叢書15
『岡山県明治前期資料六』

〃 31
明治21～23年
市制町村制と府県制郡制

岡山県記録資料叢書16
『岡山県明治前期資料七』

〃 32 明治前期資料の補遺



ま
た
、
私
立
病
院
の
設
立
、
閑
谷
黌
の
再
興
に
見
ら
れ
る
教
育
機

関
の
設
立
、
相
次
ぐ
新
聞
雑
誌
等
の
創
刊
な
ど
、
民
間
社
会
で
の
豊

か
な
活
動
も
確
認
で
き
る
。

本
書
は
、
充
実
し
た
発
展
期
を
迎
え
る
岡
山
県
政
の
流
れ
を
再
構

成
す
る
と
と
も
に
、
県
内
各
地
で
行
わ
れ
た
県
民
の
様
々
な
取
り
組

み
と
県
民
生
活
の
実
態
に
光
を
当
て
る
こ
と
と
し
て
、
蒐
集
と
編
集

作
業
を
進
め
た
。

二
『
岡
山
県
明
治
前
期
資
料
四
』
の
構
成
と
内
容

本
書
の
構
成
は
、
県
治
・
県
会
・
民
権
・
産
業
経
済
・
教
育
文
化

の
五
章
と
し
た
。
個
々
の
資
料
の
編
集
方
法
は
、
凡
例
に
示
し
た
よ

う
に
昨
年
度
の
も
の
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
各
章
の
構
成
は
、
掲

載
資
料
を
年
月
日
順
に
並
べ
、
一
・
四
・
五
章
で
は
小
項
目
を
設
け

て
そ
の
中
を
年
代
順
に
配
置
し
て
い
る
。
資
料
出
典
は
各
章
の
冒
頭

部
分
に
一
括
掲
載
し
、
個
別
資
料
に
は
そ
れ
を
略
称
で
示
し
た
。
ま

た
各
資
料
に
は
章
ご
と
に
通
し
番
号
を
付
し
、
そ
の
資
料
の
内
容
を

で
き
る
だ
け
端
的
な
タ
イ
ト
ル
で
示
し
た
。
資
料
の
年
月
日
は
初
出

の
も
の
を
記
し
、
再
申
や
竣
工
日
な
ど
が
あ
る
場
合
も
こ
こ
で
は
記

し
て
い
な
い
。
な
お
「
山
陽
新
報
」
か
ら
の
引
用
は
、
そ
の
記
事
内

容
を
タ
イ
ト
ル
冒
頭
の
日
付
で
示
し
、
掲
載
の
日
付
を
出
典
部
分
に

付
け
た
。
収
録
し
た
資
料
の
総
数
が
長
短
合
わ
せ
て
四
七
三
点
に
の

ぼ
っ
た
た
め
、
細
目
次
で
は
標
題
を
さ
ら
に
簡
略
化
し
た
。
各
章
の

内
容
や
注
目
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章
は
「
県
治
」
と
し
た
。
こ
こ
で
は
、
備
荒
儲
蓄
、
貧
民
救

済
な
ど
の
ほ
か
、
人
口
、
戸
籍
な
ど
の
基
礎
数
値
や
、
警
察
報
告
等
、

県
政
や
郡
区
町
村
の
実
態
に
迫
れ
る
資
料
を
蒐
集
し
た
ほ
か
、
叢
書

12に
引
き
続
き
、
明
治
十
六
年
六
月
発
行
の
「
岡
山
県
職
員
録
」
を

翻
刻
収
録
し
た
。
全
体
と
し
て
当
時
の
県
政
の
体
制
を
明
ら
か
に
し
、

高
崎
県
令
の
も
と
で
起
こ
っ
た
諸
事
件
を
振
り
返
る
内
容
と
し
て
い

る
。
そ
う
し
て
、
明
治
十
七
年
十
二
月
、
豪
腕
と
呼
ば
れ
た
高
崎
五

六
は
、
満
九
年
の
県
令
職
に
終
止
符
を
打
ち
、
参
事
院
議
官
と
し
て

栄
転
す
る
。

な
お
、
当
時
の
県
民
事

情
を

知
る
資
料
と
し
て
「

丸
持

鏡
」
（
長

者
番
付

）
が
あ
る
。
岡
山
区
の
も
の
は
、
『

世
相
お
か
や
ま

昭
和
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戦
前
明
治
大
正
編
』
（
山
陽
新
聞
社
）
等
に
収
録
が
あ
り
、
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
所
蔵
資
料
か
ら
「
上
道
郡
丸
持
鏡
」
を
翻
刻
し
た
。

ま
た
、
明
治
十
七
年
八
月
に
は
県
南
沿
岸
部
を
中
心
に
各
地
を
大

海
嘯
が
襲
い
、
六
五
五
人
も
の
死
者
・
行
方
不
明
を
出
し
た
が
、
こ

れ
に
関
連
す
る
資
料
を
小
項
目
で
採
り
上
げ
た
。
当
館
所
蔵
『
明
治

十
七
年
海
嘯
関
係
書
類
』
の
ほ
か
、
玉
野
市
教
育
委
員
会
所
蔵
の
旧

村
役
場
資
料
な
ど
か
ら
被
害
状
況
を
伝
え
る
資
料
を
翻
刻
し
た
。

山
陽
新
報
に
定
期
的
に
掲
載
さ
れ
る
「
郡
村
景
況
」
も
収
録
し
た
。

県
内
各
地
の
現
状
が
伝
え
ら
れ
興
味
深
い
が
、
十
六
年
か
ら
は
掲
載

頻
度
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

第
二
章
で
は
明
治
十
五
～
十
七
年
の
「
県
会
」
の
概
要
を
収
録
し

た
。
明
治
十
二
年
の
県
会
開
設
以
来
、
県
会
と
県
令
の
関
係
は
基
本

的
に
対
立
に
あ
っ
た
が
、
郡
区
長
の
公
撰
を
内
務
卿
へ
建
議
す
る
こ

と
を
決
議
し
た
程
度
で
、
こ
の
期
間
大
き
な
問
題
は
起
こ
っ
て
い
な

い
。
こ
こ
で
は
、
国
清
寺
と
後
楽
園
を
議
場
と
し
て
明
治
十
五
～
十

七
年
の
間
に
開
か
れ
た
通
常
会
三
回
、
臨
時
会
六
回
の
計
九
回
の
開

会
当
初
の
議
員
を
一
覧
に
ま
と
め
た
。
各
県
会
の
議
案
、
審
議
結
果

等
は
「
県
会
史
」
に
載
っ
て
い
る
た
め
省
略
し
た
が
、
山
陽
新
報
掲

載
記
事
な
ど
、
公
的
記
録
に
よ
ら
な
い
県
民
視
点
で
の
記
事
を
収
録

す
る
よ
う
努
め
た
。

第
三
章
は
「
民
権
」
を
標
題
と
し
た
。
明
治
十
三
年
の
国
会
開
設

請
願
運
動
に
高
揚
し
て
い
っ
た
岡
山
県
の
自
由
民
権
運
動
は
、
ま
も

な
く
転
機
を
迎
え
る
。
山
陽
自
由
党
は
、
明
治
十
五
年
二
月
、
板
垣

退
助
を
総
理
と
し
て
結
成
さ
れ
た
自
由
党
の
地
方
本
部
と
な
る
。
こ

の
頃
か
ら
地
方
本
部
内
に
分
裂
が
起
こ
り
、
岡
山
県
の
民
権
運
動
は

徐
々
に
停
滞
し
て
い
く
が
、
明
治
十
五
年
に
は
、
全
国
で
も
は
じ
め

て
の
女
性
の
自
発
的
結
社
で
あ
る
岡
山
女
子
懇
親
会
が
設
立
さ
れ
、

女
性
民
権
家
の
活
動
が
始
め
ら
れ
る
。
一
方
で
、
明
治
十
三
年
一
月

の
国
会
請
願
に
よ
り
体
面
を
失
墜
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
高
崎

県
令
の
弾
圧
は
、
政
談
演
説
の
臨
検
は
も
と
よ
り
、
教
育
現
場
で
の

政
談
活
動
禁
止
な
ど
に
も
及
ぶ
。

こ
の
時
期
出
版
関
係
へ
の
弾
圧
も
強
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
第
五
章
に
関
係
記
事
を
収
録
す
る
。

第
四
章
は
「
産
業
経
済
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
。
引
き
続
き
、
産
業
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の
近
代
化
の
た
め
、
官
民
挙
げ
て
様
々
な
分
野
で
新
た
な
事
業
の
導

入
が
図
ら
れ
る
。
玉
島
、
児
島
下
村
、
岡
山
花
畑
な
ど
で
の
綿
糸
紡

績
所
の
設
立
稼
働
が
始
ま
っ
た
。

士
族
授
産
事
業
は
、
明
治
十
七
年
を
頂
点
と
す
る
デ
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
お
り
を
受
け
、
後
に
挫
折
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
政
府
等
か

ら
資
金
の
融
資
を
受
け
、
官
民
挙
げ
て
様
々
な
取
組
を
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
る
資
料
を
収
録
し
た
。
ま
た
、
十
六
年
に
は
十
州
塩

田
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
こ
の
後
の
塩
業
発
展
の
礎
を
築
い
て
い
く
。

干
拓
前
の
児
島
湾
を
漁
場
と
す
る
牡
蠣
や
伏
老

は
い
が
いの
養
殖
に
関
す
る
記

事
も
、
当
館
所
蔵
資
料
の
ほ
か
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
資
料

な
ど
か
ら
収
録
し
た
。

こ
の
時
期
の
土
木
事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
宇
野
円
三
郎

の
建
言
に
よ
り
創
始
さ
れ
た
山
林
砂
防
工
事
の
施
行
で
あ
る
。
木
材

の
伐
採
に
よ
る
山
林
の
荒
廃
は
、
土
砂
の
流
出
に
よ
る
禿
山
の
続
出
、

洪
水
に
よ
る
被
害
の
多
発
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
防
止

改
善
す
べ
く
提
出
し
た
宇
野
の
「
治
水
愚
見
建
言
」
を
受
け
た
県
令

高
崎
五
六
は
、
宇
野
を
県
土
木
掛
雇
に
採
用
し
、
砂
防
事
業
に
当
た

ら
せ
た
。
事
業
は
著
し
い
成
功
を
お
さ
め
、
以
後
、
岡
山
県
は
砂
防

事
業
に
つ
い
て
、
全
国
的
に
先
進
県
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
関
係
資
料
を
、
当
館
所
蔵
「
岡
山
県
吏
野
崎
家
資
料
」
な

ど
か
ら
収
録
し
た
。

小
項
目
と
し
て
、「
開
墾
」、「
水
論
」、「
交
通
通
信
」
を
設
け
た
。

「
開
墾
」
は
『
叢
書

12』
を
継
続
す
る
内
容
で
あ
る
。
今
回
新
た
に

設
け
た
「
水
論
」
は
、
こ
の
時
期
を
通
じ
て
頻
出
す
る
水
不
足
に
関

連
す
る
山
陽
新
報
記
事
を
初
め
、
「
野
崎
家
資
料
」
よ
り
関
連
書
簡

を
翻
刻
収
録
す
る
。
「
交
通
通
信
」
は
、
今
日
で
は
社
会
的
資
本
は

公
共
事
業
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
各
地
で
民

間
に
よ
る
線
路
開
発
の
様
子
が
注
目
で
き
る
。
明
治
十
五
年
の
郵
便

事
業
の
実
態
は
表
に
ま
と
め
た
。

最
終
の
第
五
章
は
｢教
育
文
化
｣
を
テ
ー
マ
と
し
た
。
教
育
関
係

で
は
、
当
時
の
言
論
弾
圧
の
一
環
と
し
て
、
学
校
を
使
っ
た
集
会
等

の
禁
止
、
教
員
の
演
説
禁
止
な
ど
に
加
え
、
生
徒
の
政
談
演
説
や
学

術
演
説
へ
の
臨
会
の
禁
止
に
も
及
ん
だ
。
一
方
で
、
当
時
の
不
景
気

か
ら
、
学
校
経
費
を
削
減
す
る
状
況
が
み
ら
れ
る
こ
と
対
し
て
、
教
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員
俸
給
を
減
じ
る
な
ど
の
こ
と
が
な
い
よ
う
、
郡
区
役
所
等
に
達
し

て
い
る
。
ま
た
、
本
県
に
お
い
て
も
、
夜
学
、
私
学
等
の
設
立
は
各

地
で
行
わ
れ
、
教
育
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
十
七

年
八
月
に
は
、
閑
谷
黌
が
西
毅
一
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
。

つ
い
で
出
版
関
係
で
は
、
こ
の
時
期
に
創
刊
・
廃
刊
し
た
新
聞
雑

誌
等
を
収
録
し
た
。
当
時
の
言
論
界
は
、
自
由
民
権
運
動
と
と
も
に

発
展
し
て
い
く
が
、
そ
の
基
本
的
な
姿
勢
は
、
政
府
批
判
で
あ
り
、

官
権
批
判
で
あ
る
。
県
内
に
お
い
て
も
多
く
の
新
聞
雑
誌
が
創
刊
さ

れ
る
が
、
県
は
こ
れ
ら
に
対
し
徹
底
し
た
弾
圧
を
加
え
、
発
売
禁
止

や
発
行
停
止
に
処
し
て
い
く
。
一
方
、
高
崎
県
令
が
強
力
に
後
押
し

す
る
御
用
新
聞
「
吉
備
日
々
新
聞
」
も
十
六
年
三
月
に
向
陽
社
か
ら

創
刊
さ
れ
た
。
「
吉
備
日
々
新
聞
」
は
県
庁
か
ら
各
郡
長
、
戸
長
、

学
校
長
あ
て
に
講
読
を
指
導
す
る
説
諭
が
出
さ
れ
、
山
陽
新
報
を
は

じ
め
と
す
る
自
由
民
権
紙
を
財
政
的
に
圧
迫
し
よ
う
と
し
た
。
共
に

当
時
東
京
で
公
職
に
あ
り
、
後
に
山
陽
新
報
社
長
と
な
る
小
松
原
英

太
郎
と
関
新
吾
の
、
向
陽
社
火
災
に
つ
い
て
同
社
を
経
営
し
て
い
た

草
加
廉
男
に
宛
て
た
見
舞
い
書
翰
も
興
味
深
い
。

文
化
宗
教
関
係
で
は
、
逸
見
東
洋
（
大
吉
）
の
彫
刻
作
品
、
正
阿

弥
勝
義
の
メ
ル
ボ
ル
ン
大
博
覧
会
・
京
都
博
覧
会
に
お
け
る
賞
牌
受

賞
な
ど
の
話
題
の
ほ
か
、
十
七
年
三
月
に
県
移
管
さ
れ
た
後
楽
園
の

一
連
の
報
道
記
事
が
あ
る
。
後
に
日
本
三
名
園
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
後
楽
園
に
対
す
る
当
時
の
庶
民
の
思
い
入
れ
が
見
て
取
れ
る
。
日

蓮
宗
不
受
不
施
派
や
キ
リ
ス
ト
教
の
活
動
と
人
々
の
対
応
も
注
目
で

き
る
。

衛
生
関
係
で
は
、
当
時
医
療
行
為
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
浅
口
沙

美
や
児
島
田
ノ
口
で
の
海
水
浴
の
状
況
な
ど
も
収
録
し
た
。
当
時
の

社
会
風
俗
を
み
る
上
で
面
白
い
。

最
後
に
、
本
書
を
編
纂
す
る
際
に
参
考
と
し
た
お
も
な
参
考
文
献

を
各
章
ご
と
に
紹
介
す
る
。

一
『
岡
山
県
郡
治
誌
』
上
巻
（
一
九
三
八
）

『
岡
山
県
水
害
史
上
』（
一
九
〇
一
）

『
新
修
倉
敷
市
史

11

史
料
近
代
（
上
）』（
一
九
九
七
）

柴
田
一
、
太
田
健
一
著
『
岡
山
県
の
百
年
』（
一
九
八
六
）

『
岡
山
県
政
史
明
治
大
正
昭
和
前
期
編
』（
一
九
六
七
）
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『
岡
山
市
史
政
治
編
』（
一
九
六
四
）

『
山
陽
新
聞
七
十
五
年
史
』（
一
九
五
四
）

『
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
郷
土
史
岡
山
県
』（
一
九
八
三
）

二
『
岡
山
民
権
運
動
史
関
係
史
料
集
』
第
二
集
（
一
九
八
〇
）

『
岡
山
県
会
史
第
一
編
』（
一
九
〇
六
）

三
『
岡
山
民
権
運
動
史
関
係
史
料
集
』
第
四
・
五
集

（
一
九
八
二
・
一
九
八
四
）

『
岡
山
県
史
近
代
Ⅰ
』（
一
九
八
五
）

『
岡
山
県
史
政
治
・
社
会
』（
一
九
八
六
）

四
『
岡
山
県
史
近
代
Ⅰ
』（
一
九
八
五
）

小
林
久
磨
雄
著
『
宇
野
円
三
郎
先
生
』（
一
九
五
五
）

『
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
郷
土
史
岡
山
県
』（
一
九
八
三
）

五
『
岡
山
県
教
育
史
』
中
巻
（
一
九
四
二
）

『
津
山
市
史
』
第
六
巻
現
代
Ⅰ
明
治
時
代
（
一
九
八
○
）

『
岡
山
県
史
教
育
・
文
化
・
宗
教
』（
一
九
八
八
）

『
岡
山
大
学
医
学
部
百
年
史
』（
一
九
七
二
）

『
閑
谷
学
校
史
』（
一
九
七
一
）

『
東
天
紅
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
目
録
』（
一
九
七
四
）
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